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『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
古
活
字
版
と
整
版
と

＿
＿
表
紙
裏
古
活
字
版
反
古
無
刊
記
整
版
本
の
調
査
報
告
を
手
掛
か
り
に
＿
＿

岩
城　

賢
太
郎 

　

表
紙
裏
古
活
字
版
反
古
無
刊
記
整
版
本
に
つ
い
て

　

現
在
も
各
地
に
数
多
伝
存
す
る
無
刊
記
整
版
本
を
『
源
平
盛
衰

記
』
の
流
布
本
と
位
置
づ
け
て
、
稿
者
は
こ
れ
ま
で
調
査
研
究
を
進

め
て
来
た
。
本
稿
は
、
そ
の
調
査
研
究
の
過
程
で
架
蔵
と
な
っ
た
無

刊
記
整
版
本
の
書
誌
に
関
す
る
調
査
か
ら
、
そ
の
調
査
過
程
に
お
い

て
改
め
て
課
題
と
な
っ
た
古
活
字
版
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
若
干

の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
報
告
す
る
無
刊
記
整
版
本
『
源
平
盛
衰
記
』
大
本
全
二
十

五
冊
は
、
近
世
初
期
版
行
と
思
わ
れ
、
空
押
し
の
あ
る
丹
表
紙
を
備

え
て
お
り
、
寛
永
・
正
保
期
版
行
と
見
ら
れ
る
敦
賀
屋
久
兵
衛
奥
付

本
と
摺
刷
の
状
態
に
遜
色
は
な
い（

１
）
。
但
し
該
本
は
、
画
像
①
に
示
す

通
り
、
全
冊
の
前
・
後
表
紙
の
裏
紙
に
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
と
通

称
さ
れ
る
古
活
字
版
の
反
古
を
半
葉
ず
つ
貼
り
込
む
（
裏
紙
と
し
て

挟
み
込
む
）
と
い
う
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
ま
ず
該
本
の
大
ま
か
な

書
誌
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

画
像
①
［
表
紙
裏
古
活
字
版
反
古
本
・
前
表
紙
表
皮
裏
と
反
古
］
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体
裁
：�

大
本
二
十
五
冊
。
目
録
一
冊
、
本
文
各
冊
二
巻
ず
つ
収

載
二
十
四
冊
。

表
紙
：�
丹
色
表
紙
・
雷
文
繋
ぎ
地
に
蓮
華
唐
草
文
様
の
空
押
し
。

原
表
紙
。
27
・
９
×
19
・
５
糎
。
四
針
袋
綴
。

本
文
：
毎
半
葉
十
二
行
。

匡
郭
：
四
周
双
辺
だ
が
一
部
に
単
辺
あ
り
、
無
界
。

版
心
：�

黒
口
双
花
口
魚
尾
、
中
縫
、「
盛
衰
記
目
録
・
巻
一
（
～

四
十
八
）　

丁
附
」。

備
考
：�

印
記
な
し
。
各
冊
下
小
口
に
「
目
録
」「
一 

二
（
～
四

十
七 

四
十
八
）」と
冊
次
を
墨
書
す
る
が
三
冊
目
は「
源

平
盛
衰
記　

三 

四
」
と
記
す
。

　

全
冊
の
前
表
紙
・
後
表
紙
、
す
な
わ
ち
全
五
十
枚
の
表
紙
に
含
ま

れ
る
反
古
の
う
ち
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
本
文
の
反
古
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
の
は
以
下
の
各
丁
で
あ
る
。

巻
第
六　
　
　

６
丁
表･

裏

巻
第
二
十
一　

�

目
録
丁
表　

１
丁
表･

裏　

18
丁
表･
裏　

19

丁
表

巻
第
二
十
二　

�

２
丁
表　

６
丁
表･

裏　

11
丁
表･

裏　

14
丁

表･

裏　

16
丁
表･

裏

巻
第
四
十
三　

�

３
丁
表･

裏　

７
丁
表･

裏　

８
丁
表･

裏　

９
丁
表･

裏　

10
丁
表･

裏　

13
丁
表･

裏　

15
丁
表･

裏　

16
丁
表･

裏　

20
丁
表･

裏　

21
丁
表･

裏

巻
第
四
十
四　

�

５
丁
表･

裏　

13
丁
表･

裏　

14
丁
裏　

16
丁

表･

裏　

20
丁
表･

裏

　

巻
第
二
十
一
・
二
十
二
を
収
め
る
12
冊
目
、
及
び
巻
第
四
十
三
・

四
十
四
を
収
め
る
23
冊
目
と
、
特
定
の
冊
次
の
料
紙
が
集
中
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
他
に
、
該
本
現
状
で
の
調
査
か
ら
単
辺
匡
郭
の
枠

の
み
が
摺
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
出
認
来
、
縦
横
匡
郭
線
が
僅
か

に
ず
れ
て
い
る
点
か
ら
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
何
れ
か
の
巻
の
目

録
丁
か
本
文
丁
の
裏
面
に
当
た
る
可
能
性
も
あ
る
不
明
分
が
二
半
面

（
半
丁
）
分
あ
る
。

　

単
に
表
紙
を
補
強
し
て
厚
く
す
る
た
め
に
古
活
字
版
の
反
古
を
利

用
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
無
刊
記
整
版
『
源
平
盛
衰
記
』

の
、
そ
の
整
版
本
文
の
前
身
に
当
た
る
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
反
古

を
、
わ
ざ
わ
ざ
反
古
の
古
活
字
版
丁
を
表
・
裏
各
面
に
裁
断
し
て
各

表
紙
に
半
面
ず
挟
み
入
れ
て
行
く
よ
う
に
配
す
る
と
い
う
の
は
、
意

図
的
に
な
さ
れ
た
製
本
の
作
業
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

仮
に
、
元
和
・
寛
永
期
頃
版
行
の
本
の
原
表
紙
を
例
に
見
る
と
、

元
和
八
年
整
版
『
太
平
記
』
巻
第
三
十
九
・
四
十
冊
の
栗
皮
色
表
紙
、

乱
版
『
太
平
記
』
巻
第
三
十
三
・
三
十
四
冊
の
栗
皮
色
表
紙
、
元
和

寛
永
古
活
字
版
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
三
十
一
・
三
十
二
冊
の
栗
皮

色
表
紙
、
寛
永
版
『
吾
妻
鏡
』
巻
第
三
十
・
三
十
一
冊
の
丹
色
表
紙

（
何
れ
も
架
蔵
端
本
）
は
、
何
れ
も
彩
色
さ
れ
た
表
皮
の
裏
に
料
紙

が
一
枚
程
度
貼
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
袋
綴
じ
状
の
本
文
共
紙
が
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見
返
し
と
し
て
貼
ら
れ
て
い
る
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
表
紙

は
厚
く
も
堅
く
も
な
く
、
冊
を
開
く
と
柔
ら
か
く
手
に
馴
染
む
感
が

あ
る
。
十
七
世
紀
半
ば
以
降
の
版
行
本
の
堅
い
表
紙
と
は
明
ら
か
に

感
触
が
異
な
る
。
堅
い
表
紙
を
有
す
る
の
は
、
稿
者
の
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
過
程
で
見
た
様
々
な
無
刊
記
整
版
『
源
平
盛
衰
記
』
の
後
刷

と
見
ら
れ
る
本
に
は
多
く
例
が
あ
っ
た
。

　

表
皮
の
下
に
古
活
字
版
『
源
平
盛
衰
記
』
を
一
枚
挟
み
込
み
、
そ

の
下
に
ま
た
一
枚
の
料
紙
を
貼
り
込
ん
だ
状
態
で
丹
色
の
彩
色
を
し

空
押
し
し
た
も
の
を
裁
断
し
、
余
っ
た
紙
の
部
分
を
内
側
（
表
皮
の

裏
側
）
に
織
り
込
ん
で
表
紙
と
し
て
仕
立
て
、
無
刊
記
整
版
の
本
文

の
表
紙
に
用
い
る
と
い
う
、
該
本
に
想
定
さ
れ
る
製
本
の
有
り
様

は
、
か
な
り
恣
意
的
に
、
意
図
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
見
て
良
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。（
稿
末
の
参
考
画
像
を
参
照
）

　

以
下
に
全
二
十
五
冊
の
各
冊
次
の
前
後
表
紙
に
反
古
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
古
活
字
版
の
情
報
の
一
覧
を
示
す
。
反
古
の
古
活
字
版

の
摺
刷
本
文
の
向
き
が
、
各
冊
次
本
文
の
整
版
面
と
向
き
が
同
じ
場

合
は
「
天
地
順
」
と
、
整
版
の
本
文
と
は
向
き
が
逆
の
場
合
は
「
天

地
逆
」
と
示
す
。
ま
た
、
反
古
の
古
活
字
版
の
摺
刷
面
が
前
表
紙
・

後
表
紙
共
に
、
丹
色
の
表
皮
の
側
に
あ
る
も
の
は
「
表
皮
側
」
と
、

見
返
し
の
側
（
見
返
し
は
本
文
共
紙
だ
が
剥
が
れ
て
い
る
冊
も
多

い
）
に
あ
る
も
の
は
「
見
返
側
」
と
示
す
。

冊
次
収
録
本
文

表
紙
題
簽
冊
次
記
載

前
表
紙
内
の
古
活
字
版
反
古

（
摺
刷
本
文
面
の
向
き
（
天
地
・
表
裏
））

後
表
紙
内
の
古
活
字
版
反
古

（
摺
刷
本
文
面
の
向
き
（
天
地
・
表
裏
））

1

全
48
巻
の
章

段
目
録

目
録

盛
衰
記
巻
廿
一
・
目

（
巻
21
目
録
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
四
・
十
三

（
巻
44
本
文
13
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

2

巻
第
一･

二

後
補
題
簽
貼
紙
*a 

盛
衰
記
四
十
三
・
十
三

（
巻
43
本
文
13
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
三
・
九
（

巻
43
本
文
9
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

3

巻
第
三･

四

三
之
四
*b

不
明
*f

盛
衰
記
四
十
四
・
十
三

（
巻
44
本
文
13
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

4

巻
第
五･

六

五
之
六

盛
衰
記
廿
一
・
一

（
巻
21
本
文
1
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
四
・
十
六

（
巻
44
本
文
16
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

5

巻
第
七･

八

七
之
八

盛
衰
記
四
十
三
・
九

（
巻
43
本
文
9
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
四
・
十
六

（
巻
44
本
文
16
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）
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6

巻
第
九･

十

九
之
十

盛
衰
記
廿
一
・
一

（
巻
21
本
文
１
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
巻
廿
二
・
十
六

（
巻
22
本
文
16
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
表
皮
側
）

7

巻
第
十
一･

十
二

十
一
之
二
*c 

盛
衰
記
四
十
三
・
十

（
巻
43
本
文
10
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
四
・
廿

（
巻
44
本
文
20
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
表
皮
側
）

8

巻
第
十
三･

十
四

十
三
之
四

盛
衰
記
四
十
三
・
十
三

（
巻
43
本
文
13
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
四
・
五

（
巻
44
本
文
5
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

9

巻
第
十
五･

十
六

十
五
之
六

盛
衰
記
四
十
三
・
十
五
（

巻
43
本
文
15
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
巻
廿
一
・
十
八

（
巻
21
本
文
18
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

10

巻
第
十
七･

十
八

十
七
之
八

盛
衰
記
四
十
三
・
十
五

（
巻
43
本
文
15
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

盛
衰
記
巻
廿
一
・
十
八

（
巻
21
本
文
18
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

11

巻
第
十
九･

二
十

十
九
之
廿

盛
衰
記
四
十
三
・
十
六

（
巻
43
本
文
16
丁
表
・
本
文
天
地
逆
表
皮
側
）

盛
衰
記
四
十
三
・
八

（
巻
43
本
文
8
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

12

巻
第
二
十
一･

二
十
二

廿
一
之
二

盛
衰
記
四
十
三
・
十
六

（
巻
43
本
文
16
丁
裏
・
本
文
天
地
順
表
皮
側
）

盛
衰
記
四
十
三
・
八

（
巻
43
本
文
8
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

13

巻
第
二
十
三･

二
十
四

廿
三
之
四

盛
衰
記
巻
廿
二
・
十
六

（
巻
22
本
文
16
丁
表
・
本
文
天
地
逆
表
皮
側
）

盛
衰
記
四
十
三
・
七

（
巻
43
本
文
7
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

14

巻
第
二
十
五･

二
十
六

廿
五
之
六

盛
衰
記
四
十
四
・
廿

（
巻
44
本
文
20
丁
表
・
本
文
天
地
逆
表
皮
側
）

盛
衰
記
四
十
三
・
七

（
巻
43
本
文
7
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

15

巻
第
二
十
七･

二
十
八

廿
七
之
八

盛
衰
記
四
十
三
・
三

（
巻
43
本
文
3
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
三
・
十

（
巻
43
本
文
10
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

16

巻
第
二
十
九･

三
十

廿
九
之
卅

盛
衰
記
四
十
三
・
廿

（
巻
43
本
文
20
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

盛
衰
記
廿
二
・
十
一

（
巻
22
本
文
11
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

17

巻
第
三
十
一･

三
十
二

卅
一
之
二

盛
衰
記
四
十
三
・
廿

（
巻
43
本
文
20
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
巻
廿
二
・
十
四

（
巻
22
本
文
14
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
表
皮
側
）

18

巻
第
三
十
三･

三
十
四

卅
三
之
四
*d

盛
衰
記
四
十
四
・
五

（
巻
44
本
文
5
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
巻
廿
二
・
十
四

（
巻
22
本
文
14
丁
表
・
本
文
天
地
順
表
皮
側
）
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（
題
簽
）　

*a　

�

後
補
刷
題
簽
上
に
貼
紙
墨
書
「
源
平
盛
衰
記　

一
之

二
」。
貼
紙
下
刷
題
簽
は
子
持
匡
郭
だ
が
原
装
の
盛

衰
記
の
も
の
か
は
不
明
。

　
　

*b　

�

題
簽
一
部
欠
損
墨
書
「
三
」「
四
」、「
之
」
字
は
原

刷
題
簽

　
　

*c　

題
簽
一
部
欠
損
墨
書
「
二
」、「
之
」
字
一
部
欠
損

　
　

*d　

題
簽
一
部
欠
損
墨
書
「
之
四
」

　
　

*e　

墨
書
「
四
十
三
之
四
」　

（
反
古
）　

*f　

�

何
れ
か
の
巻
の
目
録
丁
裏
面
、
ま
た
は
巻
尾
本
文
が

表
面
で
終
わ
る
巻
の
裏
面
か
。
柱
除
く
三
方
の
単
辺

匡
郭
枠
線
の
み
刷
ら
れ
た
紙
が
見
返
側
に
貼
り
込

ま
れ
て
い
る
（
本
文
天
地
逆
か
）。

　
　

*g　

�

綴
じ
目
す
ぐ
脇
の
上
下
に
匡
郭
枠
の
僅
か
な
摺
刷
痕

が
表
皮
側
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
（
本
文
天
地
順

か
）。
何
れ
か
の
巻
の
目
録
丁
裏
面
、
ま
た
は
巻
尾

本
文
が
表
面
で
終
わ
る
巻
の
裏
面
か
。

19

巻
第
三
十
五･

三
十
六

卅
五
之
六

盛
衰
記
四
十
三
・
三

（
巻
43
本
文
3
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
四
・
十
四

（
巻
44
本
文
14
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

20

巻
第
三
十
七･

三
十
八

卅
七
之
八

盛
衰
記
巻
六
・
六

（
巻
6
本
文
6
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

不
明
*g

21

巻
第
三
十
九･

四
十

卅
九
之
四
十

盛
衰
記
巻
六
・
六

（
巻
6
本
文
6
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
廿
二
・
二

（
巻
22
本
文
2
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

22

巻
第
四
十
一･

四
十
二

四
十
一
之
二

盛
衰
記
巻
廿
一
・
十
九

（
巻
21
本
文
19
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
四
・
十
四

（
巻
44
本
文
14
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

23

巻
第
四
十
三･

四
十
四

題
簽
一
部
欠
損
*e

盛
衰
記
巻
廿
二
・
十
一

（
巻
22
本
文
11
丁
表
・
本
文
天
地
逆
表
皮
側
）

盛
衰
記
巻
廿
二
・
二

（
巻
22
本
文
2
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

24

巻
第
四
十
五･

四
十
六

四
十
五
之
六

盛
衰
記
巻
廿
二
・
六

（
巻
22
本
文
6
丁
裏
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

盛
衰
記
巻
廿
二
・
六

（
巻
22
本
文
6
丁
表
・
本
文
天
地
逆
見
返
側
）

25

巻
第
四
十
七･

四
十
八

四
十
七
之
八

盛
衰
記
四
十
三
・
廿
一

（
巻
43
本
文
21
丁
表
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）

盛
衰
記
四
十
三
・
廿
一

（
巻
43
本
文
21
丁
裏
・
本
文
天
地
順
見
返
側
）
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元
和
寛
永
古
活
字
版
の
本
文
は
、
基
本
的
に
は
、
句
読
点
も
濁
点

も
付
さ
な
い
半
面
十
一
行
の
無
訓
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
本
で
あ
る

慶
長
古
活
字
版
の
本
文
を
基
に
し
て
い
る
と
見
て
良
い
。
慶
長
古
活

字
版
は
各
巻
頭
に
章
段
名
の
目
録
を
有
す
る
の
み
で
、
本
文
中
に
は

章
段
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
は
巻
頭
の
章

段
目
録
に
加
え
、
本
文
中
に
も
章
段
名
が
一
行
で
示
さ
れ
、
本
文
が

章
段
毎
に
句
切
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
慶
長
古
活
字
版
が
漢
籍
の
引

用
や
記
事
内
容
に
よ
っ
て
改
行
し
、
改
行
さ
れ
た
本
行
本
文
の
下
は

空
白
と
な
る
の
に
対
し
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
本
は
改
行
せ
ず
に
本

文
を
続
け
、
本
行
本
文
の
空
白
を
詰
め
る
傾
向
に
あ
る
。
元
和
寛
永

古
活
字
版
も
勿
論
、
詩
歌
は
改
行
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
詩
歌
の

引
用
前
の
本
文
や
、
各
章
段
本
文
の
末
尾
の
下
に
は
空
白
が
あ
る
の

だ
が
、
慶
長
古
活
字
版
が
半
面
十
一
行
、
一
行
十
九
～
二
十
三
文
字

程
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
は
よ
り
小
さ
な
活

字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
半
面
十
二
行
、
一
行
二
十
三
～
二
十
五
文
字

程
度
で
あ
り
、
空
白
を
詰
め
て
版
が
組
ま
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
慶
長

古
活
字
版
に
は
、
本
文
に
漢
籍
等
の
引
用
が
さ
れ
る
箇
所
で
は
、
そ

の
内
容
を
各
行
一
字
空
白
を
入
れ
て
版
を
組
む
、
所
謂
一
字
下
げ
の

箇
所
も
多
く
見
え
る
の
だ
が
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
は
一
字
下
げ
は

し
な
い
。
両
本
と
も
に
無
訓
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
本
文
で
あ

り
、
片
仮
名
も
濁
音
符
を
付
さ
な
い
活
字
で
あ
り
、
句
読
点
も
返
り

点
等
も
有
さ
な
い
本
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仏
典
や
漢
籍
の
引
用
箇

所
、
ま
た
は
難
語
や
用
例
が
稀
少
な
語
句
等
に
は
よ
み
が
不
明
な
も

の
も
散
見
す
る
が
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
は
章
段
毎
に
本
文
が
句
切

ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
改
行
が
少
な
く
、
一
字
下
げ
記
事
も
有
さ

な
い
こ
と
か
ら
、よ
り
読
み
進
め
に
く
い
、理
解
し
辛
い
本
文
と
な
っ

て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
も
後
述
す
る
が
、
元
和
寛
永
古
活
字

版
の
本
文
は
、
慶
長
古
活
字
版
の
本
文
を
誤
刻
し
て
い
る
箇
所
も
多

く
、
そ
れ
が
ま
た
、
現
今
の
研
究
に
お
け
る
『
源
平
盛
衰
記
』
本
文

の
参
照
・
引
用
が
、
慶
長
古
活
字
版
の
本
文
に
立
ち
戻
っ
て
進
め
ら

れ
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
難
語
や
稀
少
語
の
頻
出
す

る
『
源
平
盛
衰
記
』
本
文
が
広
く
享
受
さ
れ
、
流
布
本
の
本
文
が
形

成
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
四
十
八
巻
に
も
わ
た
る
長
大
な
本
文
の

摺
刷
の
経
済
化
を
図
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
然
、
他
の
軍
記
物
語
本

文
と
同
様
に
付
訓
の
、
濁
音
府
や
句
点
・
返
り
点
等
が
示
さ
れ
た
本

文
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
元
和
寛
永
古
活
字
版
の

本
文
を
基
に
、
無
刊
記
整
版
本
の
本
文
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
展
開

は
、
そ
の
流
布
本
形
成
の
必
要
や
需
要
も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
彫
り

師
が
各
本
文
の
面
毎
に
作
業
を
分
担
し
進
め
る
よ
う
な
相
当
に
急
な

動
き
が
あ
っ
た
も
の
と
稿
者
は
見
て
い
る
。
本
稿
で
報
告
し
た
表
紙

裏
古
活
字
版
反
古
無
刊
記
整
版
本
の
存
在
は
、
元
和
寛
永
古
活
字
版

と
無
刊
記
整
版
と
が
、
さ
ほ
ど
時
を
隔
て
ず
近
い
場
に
あ
っ
た
こ
と

を
想
像
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
誤
読
箇
所
も
多
い
『
源
平
盛
衰

記
』
流
布
本
本
文
の
形
成
に
繋
が
っ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。



『源平盛衰記』における古活字版と整版と

45

　

古
活
字
版
か
ら
無
刊
記
整
版
本
へ
―
―
乱
版
と
の
関
係

　

無
刊
記
整
版
の
本
文
は
、
基
本
的
に
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
本
文

に
付
訓
、句
点
や
返
り
点
等
を
加
え
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

以
下
に
巻
第
三
十
一
の
本
文
一
丁
表
面
の
数
行
を
、
対
応
す
る
無
刊

記
整
版
本
の
版
面
と
比
較
し
て
示
す
。

　

画
像
②
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
匡
郭
内
枠
縦
の
寸
法
は
23
・
０
糎

で
あ
り
、
画
像
③
無
刊
記
整
版
の
匡
郭
内
枠
縦
の
寸
法
は
22
・
15
糎

で
あ
る
が
、
匡
郭
外
枠
縦
の
寸
法
は
22
・
９
糎
で
あ
り
、
元
和
寛
永

古
活
字
版
本
の
単
辺
匡
郭
と
無
刊
記
整
版
本
の
双
辺
匡
郭
の
外
側
の

枠
は
同
程
度
の
寸
法
で
あ
る
。
二
行
目
下
方
に
見
え
る
「
雲
燄
」
の

「
燄
」
字
や
、
四
行
目
「
口
説
」
の
「
説
」
字
の
よ
う
な
特
徴
的
な

字
形
の
類
似
か
ら
見
て
も
、
無
刊
記
整
版
本
の
版
面
に
は
、
元
和
寛

永
版
の
版
面
の
影
響
が
窺
え
よ
う
。
無
刊
記
整
版
一
行
目
の「
保
元
」

の
「
ホ
ウ
ゲ
ン
」
の
ル
ビ
、「
榮
」
の
「
サ
カ
」、「
壽
」
の
「
ジ
ュ
」、「
散
」

の
「
チ
リ
」
の
各
ル
ビ
は
双
辺
匡
郭
の
内
枠
の
線
を
避
け
た
り
重
な

る
か
た
ち
で
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
和
寛
永
古
活
字
版
に
ル

ビ
や
句
読
点
を
等
を
書
き
入
れ
た
も
の
が
無
刊
記
整
版
の
版
下
と
さ

れ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

但
し
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
本
と
無
刊
記
整
版
本
と
の
関
係
は
、

ル
ビ
等
を
書
き
入
れ
た
古
活
字
版
を
そ
の
ま
ま
丁
寧
に
覆
刻
し
て
行

く
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、
本
文

三
行
目
「
舊
里
」
を
整
版
が
「
旧
」
字
に
彫
っ
た
り
、
同
じ
く
元
和

寛
永
版
二
行
目
中
程
に
見
え
る
「
蓮
苻
」
の
「
苻
」
字
の
「
寸
」
を

整
版
が
「
十
」
の
よ
う
に
誤
刻
し
て
い
た
り
、
元
和
寛
永
古
活
字
版

三
行
目
下
方
の
「
墓
」
字
を
「
基
」
に
誤
刻
し
つ
つ
も
「
ハ
カ
」
の

ル
ビ
を
彫
っ
て
い
る
よ
う
な
点
か
ら
も
窺
え
る
。
元
和
寛
永
古
活
字

版
か
ら
整
版
の
版
面
が
生
成
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
に
は
、
一
方
で
は

意
図
的
に
本
文
の
字
体
を
改
め
る
よ
う
な
作
業
も
見
ら
れ
る
が
、
ま

た
一
方
で
は
、
本
文
の
意
味
を
全
く
解
し
て
い
な
い
か
の
ご
と
く
見

え
る
誤
刻
や
作
業
上
の
瑕
疵
が
窺
え
る
例
も
あ
り
、
恣
意
的
な
作
業

と
誤
り
の
双
方
が
全
巻
の
本
文
に
わ
た
っ
て
混
然
と
し
て
い
る
か
の

ご
と
き
様
態
が
、
そ
の
本
文
形
成
や
彫
刻
の
過
程
を
容
易
に
は
想
定

さ
せ
て
く
れ
な
い
感
が
あ
る
。

　

但
し
『
源
平
盛
衰
記
』
版
行
本
に
は
、
古
活
字
版
で
は
、
慶
長
古

活
字
版
と
通
称
さ
れ
る
無
訓
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
本
と
元
和
寛
永
古

活
字
版
と
通
称
さ
れ
る
無
訓
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
本
の
二
種
が
各
地

に
伝
存
し
て
い
る
が
、
加
え
て
軍
記
で
は
、『
源
平
盛
衰
記
』『
太
平

記
』
の
み
に
、
整
版
丁
と
古
活
字
版
丁
と
を
取
り
合
わ
せ
製
本
・
刊

行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
乱
版
が
伝
存
し
て
い
る
。
近
時
の
調
査
等
に

お
い
て
、『
源
平
盛
衰
記
』
乱
版
は
、先
覚
の
調
査
報
告
よ
り
も
多
く
、

ま
た
複
数
種
の
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
製
本
や
版
行
の
事

情
に
つ
い
て
は
、
乱
版
の
更
な
る
調
査
研
究
に
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
も

多
く
、『
源
平
盛
衰
記
』
版
行
の
展
開
を
辿
る
上
で
問
題
と
な
る
の

は
、
や
は
り
乱
版
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
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画
像
②
［
元
和
寛
永
古
活
字
版
本
］
巻
第
三
十
二
・
十
丁
表
1
～
5
行

画
像
③
［
表
紙
裏
古
活
字
版
反
古
無
刊
記
整
版
本
］
巻
第
三
十
二
・
十
丁
表
1
～
5
行
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画
像
④
［
乱
版
本
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
請
求
記
号W

A
7-258

］
巻
第
三
・
三
十
丁
裏
7
～
12
行
（
掲
出
丁
は
古
活
字
版
）

画
像
⑤
［
表
紙
裏
古
活
字
版
反
古
無
刊
記
整
版
本
］
巻
第
三
・
巻
第
三
・
三
十
丁
裏
7
～
12
行
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本
稿
で
は
、
巻
第
三
の
巻
尾
の
章
段
「
澄
憲
祈
雨
事
」
中
の
承
安

四
年
七
月
二
十
七
日
の
宮
中
の
相
撲
召
合
に
つ
い
て
の
記
事
を
例

に
、
そ
の
版
行
本
の
本
文
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

　

以
下
に
ま
ず
、
慶
長
古
活
字
版
の
対
応
す
る
丁
（
巻
第
三
・
本
文

三
十
六
丁
裏
11
行
～
三
十
七
丁
表
7
行
）
の
本
文
を
掲
げ
る（

（
（

。

夫
隆
季
三
條
大
納
言
實
房
新
大
納
言
實
國
五
條
大

納
言
邦
綱
中
御
門
中
納
言
宗
家
別
當
成
親
左
兵
衛

督
成
範
殿
ニ
昇
テ
著
座
ア
リ
相
撲
ノ
長
左
右
各
二
人
左

番
長
秦
兼
宗
下
毛
野
武
守
右
番
長
秦
兼
景
下
毛
野

種
友
ナ
リ
籌
判
府
生
左
右
各
一
人
左
貞
弘
右
諸
武

隨
勝
負
立
合
テ
籌
判
ス
一
番
相
撲
左
加
賀
國
住
人
藤

井
守
安
右
因
幡
國
住
人
尾
張
長
經
ヲ
召
合
ラ
レ
ケ
ル
ニ

長
經
膝
ヲ
突
テ
サ
ハ
リ
ヲ
申
ケ
リ
是
ハ
内
取
ノ
日
負
ニ
ケ
レ

　

次
に
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
対
応
す
る
本
文
（
巻
第
三
・
本
文
三

十
丁
裏
7
行
～
12
行
）
を
掲
げ
、
慶
長
古
活
字
版
と
相
違
す
る
文
字

を
四
角
で
囲
ん
で
示
す（

（
（

。

言
實
房
新
大
納
言
實
國
五
條
大
納
言 

籌 

綱
中
御
門
中
納
言

宗
家
別
當
成
親
左
兵
衛
督
成
範
殿
ニ
昇
テ
著
座
ア
リ
相 

樣 

ノ

長
左
右
各
二
人
左
番
長
秦
兼
宗
下
毛
野
武 

安 

右
番
長
秦
兼

景
下
毛
野
種
友
ナ
リ
籌
判
府
生
左
右
各
一
人
左
貞 

引 

右
諸

武
隨
勝
負
立
合
テ 

邦 

判
ス
一
番
相 

樣 

左
加
賀
國
住
人
藤
井

守
安
右
因
幡
國
住
人
尾
張
長
經
ヲ
召
合
ラ
レ
ケ
ル
ニ
長
經
膝
ヲ

　

慶
長
古
活
字
版
で
七
～
八
行
程
度
に
わ
た
っ
た
本
文
が
、
元
和
寛

永
古
活
字
版
で
は
や
や
小
さ
な
活
字
を
用
い
六
行
に
詰
め
て
植
字
さ

れ
て
い
る
が
六
文
字
に
相
違
が
あ
る
。「
相
撲
」
を
「
相
樣
」
と
誤
っ

た
り
、「
貞
弘
」
を
「
貞
引
」
に
誤
っ
た
の
は
、
活
字
の
字
形
の
相

違
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
か
。「
武
守
」
を
「
武
安
」
に
誤
っ
た
の
は
、

直
前
の
平
重
盛
の
右
近
大
将
拝
賀
記
事
中
に
番
長
と
し
て
「
下
毛
野

武
安
」
の
名
が
あ
る
（
元
和
寛
永
古
活
字
版
で
は
三
十
丁
表
５
行
に

見
え
る
）の
と
混
同
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て「
邦
綱
」を「
籌
綱
」

に
、「
籌
判
」
を
「
邦
判
」
と
誤
っ
た
の
は
、「
籌
」
と
「
邦
」
を
逆

に
植
字
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
本

文
に
は
こ
う
し
た
誤
り
は
他
に
も
多
く
見
え
、
そ
の
本
文
の
正
確
さ

に
疑
問
を
感
じ
さ
せ
る
箇
所
が
多
く
あ
る
。
何
か
急
い
で
版
を
組
み

版
行
す
る
事
情
等
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

但
し
こ
れ
ら
の
単
純
な
誤
字
は
、
後
続
の
版
行
本
に
も
継
承
さ
れ

て
行
く
傾
向
が
あ
る
。
次
に
画
像
④
に
掲
げ
た
乱
版
に
対
応
す
る
整

版
本
の
本
文
（
画
像
⑤
）
を
翻
字
し
て
示
す
が
、
本
稿
紙
面
の
都
合

で
翻
字
が
二
行
に
わ
た
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

實サ
子

房フ
サ｡
新シ

ン

大
納ナ

言
實サ

子

國｡

五
條デ

ウ
ノ

大
納
言
籌ク

ニ

綱ツ
ナ｡

中ナ
カ
ノ
ミ
カ
ド
ノ

御
門
中
納

言｡
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宗ム
子

家｡

別ヘ
ツ

當タ
ウ

成ナ
リ

親チ
カ｡

左
兵
衛エ

ノ

督カ
ミ

成シ
ゲ

範ノ
リ｡

殿デ
ン
ニ
ノ
ボ
ツ
昇
テ
著チ

ヤ
ク
ザ座
ア
リ｡

相ス

樣
マ
ウ
ノ
チ
ヤ
ウ長

左
右ウ

各
ヲ
ノ
〳
〵

二

−人｡

左
番バ

ン

長
秦

ハ
ダ
ノ

兼カ
子

宗ム
子｡

下シ
モ

毛ツ
ケ

野ノ

武タ
ケ

安ヤ
ス｡

右
番バ

ン

長
チ
ヤ
ウ

秦
ハ
タ
ノ

兼カ
子

景カ
ゲ｡
下シ

モ

毛ツ
ケ

野ノ

種タ
子

友ト
モ

ナ
リ｡

籌チ
ウ

判ハ
ン

府フ

生シ
ヤ
ウ｡

左サ

右ウ

各〳〵
一
人｡

左
ヒ
タ
リ

貞サ
ダ

引ヒ
ロ｡
右ミ

ギ

諸モ
ロ

武タ
ケ｡

随シ
タ
ガ
ツ
テ
セ
ウ
ブ
ニ

二

勝
負
一
立タ

チ
ア
フ
テ
ハ
ウ
ハ
ン

合
邦
判
ス｡

一
番バ

ン
ノ

相ス

樣マ
ウ｡

左
ヒ
タ
リ

加カ

賀ガ
ノ

國ノ

住ジ
ウ

人｡

藤フ
チ

井イ

守モ
リ

安ヤ
ス｡

右ミ
ギ

因イ
ナ

幡ハ
ノ

國ノ

住ジ
ウ

人
尾ヲ

張ハ
リ
ノ
ナ
ガ
ツ
子
ヲ

長
經
召メ

シ
ア
ハ
せ合
ラ
レ
ケ
ル
ニ｡

長ナ
ガ
ツ
子經
膝ヒ

ザ
ヲ

　

乱
版
も
元
和
寛
永
古
活
字
版
と
ほ
ぼ
同
じ
く
六
行
に
文
字
を
配
し

て
い
る
が
、
当
該
の
丁
は
一
行
に
配
さ
れ
る
文
字
が
や
や
ず
れ
て
お

り
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
と
乱
版
と
で
字
配
り
に
相
違
が
見
ら
れ
る

丁
の
例
で
あ
る
。
だ
が
乱
版
の
本
文
は
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
の

誤
っ
た
文
字
を
全
て
継
承
し
た
上
で
片
仮
名
の
振
り
仮
名
を
付
し
て

い
る
。「
武
守
」
を
誤
っ
た
「
武
安
」
は
、
そ
の
ま
ま
「
タ
ケ
ヤ
ス
」

と
誤
読
さ
れ
て
い
る
。「
邦
判
」
は
、「
ハ
ウ
ハ
ン
」
と
読
ま
れ
た
よ

う
だ
が
、
慶
長
古
活
字
版
の
「
籌
判
」
を
誤
植
し
た
こ
と
か
ら
新
た

な
熟
語
が
生
じ
た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

だ
が
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
籌
綱
」
を
「
ク
ニ
ツ
ナ
」
と
読
み
、

「
相
樣
」
は
「
ス
マ
ウ
」
と
、「
貞
引
」
を
「
サ
ダ
ヒ
ロ
」
と
読
ん
で

い
る
点
で
あ
る
。
乱
版
の
本
文
は
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
誤
っ
た

文
字
を
継
承
し
つ
つ
も
、
読
み
に
お
い
て
は
、
慶
長
古
活
字
版
の
本

文
に
戻
っ
て
読
ん
で
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
乱
版
の
付
訓
が
ど

の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
さ
れ
て
い
る
の
か
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
ま
た
、
乱
版
の
古
活
字
丁
の
振
り
仮
名
は
、
そ
の
漢
字
と
ル
ビ

の
字
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
も
、
一
文
字
以
上
の
連
続
し
た
漢
字
に

ル
ビ
の
付
い
た
活
字
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
読

み
が
『
源
平
盛
衰
記
』
の
他
の
本
文
、
或
い
は
他
の
作
品
の
本
文
に

見
え
る
こ
と
も
考
え
が
た
く
、
当
該
の
乱
版
の
古
活
字
丁
の
摺
刷
に

合
わ
せ
て
活
字
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
か
。
何
れ

も
『
源
平
盛
衰
記
』
の
乱
版
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
上
で
、
留
意

し
て
お
き
た
い
点
で
あ
る
。

　

ま
た
乱
版
の
古
活
字
版
の
丁
に
つ
い
て
、
特
に
注
目
し
て
お
き
た

い
の
は
、
漢
字
の
ル
ビ
、
返
点
、
句
読
点
、
合
符
（
画
像
④
の
三
行

目
「
二

−

人
」
の
類
）
等
を
伴
っ
た
そ
の
本
文
が
、
後
続
の
本
文
の

理
解
に
様
々
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
右
の
元

和
寛
永
古
活
字
版
が
誤
植
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
以
下
の
問
題
が
あ

る
。

　
「
籌
判
」は
用
例
は
限
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
旧

版
）
は
、『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
七
月
三
十
日
の
相
撲
召
合
の
記
事

に
用
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
但
し
「
籌
判
」
の
読
み
を
示

し
た
の
は
、
写
本
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
「
籌チ

ウ
ハ
ン
サ
シ
ヤ
ウ

判
座
生
」「
立
合
て

籌チ
ウ
バ
ン判
す
」
と
あ
る
の
が
早
い
例
で
あ
ろ
う
。
慶
長
十
六
年
奥
書
の
蓬

左
文
庫
蔵
写
本
も
同
様
に「
籌チ

ウ
ハ
ン
サ
シ
ヤ
ウ

判
座
生
」「
立ヨ

リ
ア
イ合
て
籌チ

ウ
ハ
ン判
す
」と
あ
る
。

両
本
と
も
に
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
本
文
に
片
仮
名
の
ル
ビ
が
付
さ
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れ
て
い
る
が
、「
座
生
」
の
語
は
不
審
で
あ
り
読
み
も
妥
当
な
も
の

か
疑
問
は
残
る
。
人
名
の
誤
り
は
な
く
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
以
降

の
版
行
本
が
「
下
毛
野
武
安
」
と
誤
る
名
も
「
下
毛ケ

野ノ

武タ
ケ
モ
リ守
」（
静

嘉
堂
文
庫
本
）
と
あ
る
。

　

一
方
、
近
世
中
期
以
降
の
『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
以
下
の
問
題
が

あ
る
。『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
は
享
保
十
六
年
に
浄
書
本
が
幕
府
に

献
上
さ
れ
た
と
い
う
が（

４
）
、
浄
書
本
の
本
文
と
は
異
な
り
、
改
定
史
籍

集
覧
本
の
本
文
は
「
邦
綱
」
の
下
に
「
邦
舊
誤
作
レ
籌
。
今
改
レ
之
。」

と
割
り
注
で
正
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
籌
判
府
生
」
で
は
な
く
「
籌

刺
府
生
」
と
あ
り
、「
勝
負
ニ
隨
テ
立
合
テ
邦
判
ス
」
と
「
邦
判
」

の
語
を
採
り
、「
籌
判
」
の
語
を
認
め
て
い
な
い
。
乱
版
の
本
文
の

語
と
そ
の
読
み
は
、
無
刊
記
整
版
本
に
受
け
継
が
れ
た
た
め
、
近
世

期
を
経
て
近
代
の
活
字
本
に
も
影
響
し
た
。
例
え
ば
『
校
註
國
文
叢

書
第
七 

源
平
盛
衰
記 

上
巻
』（
大
正
三
年
刊
、
博
文
館
）
は
、
序

に
慶
長
古
活
字
版
を
底
本
と
し
て
古
写
本
等
を
参
考
に
す
る
と
断
る

が
、「
籌
判
府
生
」
の
語
に
注
し
て
、「
籌
判
は
籌
刺
の
誤
か
、
或
は

籌
刺
を
籌
判
と
も
い
ふ
歟
、
籌
刺
は
籌
を
刺
し
て
勝
負
の
數
を
明
に

す
る
役
、
近
衛
府
生
之
を
勤
む
る
也
」
と
疑
問
を
示
し
て
い
る（

５
）
。

　
『
通
俗
日
本
全
史 

源
平
盛
衰
記
上
』（
大
正
元
年
、
早
稲
田
大
学

出
版
部
）の
よ
う
に
、無
刊
記
整
版
本
等
を「
版
本
に
良
書
な
し
」（
附

録･

種
村
宗
八
）
と
痛
烈
に
批
判
し
た
本
で
さ
え
、「
下
毛
野
武
安
」

の
名
を
本
文
に
採
っ
て
い
る
。
本
文
は
慶
長
古
活
字
版
に
拠
る
と
し

つ
つ
も
近
代
の
『
源
平
盛
衰
記
』
本
文
や
注
釈
書
は
、
無
刊
記
整
版

本
の
影
響
を
何
か
し
ら
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
世
期
の
『
源
平
盛
衰
記
』
無
刊
記
整
版
本
、
す
な
わ
ち
流
布
本

の
本
文
形
成
を
追
跡
す
る
上
で
は
、
ま
ず
乱
版
の
本
文
を
参
照
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
乱
版
中
の
古
活
字
版
に
は
、
無
刊
記
整
版
本
の

版
面
と
は
字
配
り
が
一
致
せ
ず
、
ル
ビ
等
に
も
相
違
の
あ
る
丁
も
あ

る
も
の
の
、
例
え
ば
画
像
④
乱
版
と
⑤
無
刊
記
整
版
の
対
応
、
一
致

に
見
る
通
り
、
総
体
的
に
は
『
源
平
盛
衰
記
』
無
刊
記
整
版
本
は
、

乱
版
の
古
活
字
版
を
元
に
そ
の
本
文
が
出
来
て
い
る（

（
（

。
両
者
の
関
係

は
、
厳
密
に
見
れ
ば
一
部
の
ル
ビ
の
相
違
や
字
形
に
若
干
の
相
違
が

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
細
か
な
片
仮
名
本
文
の
文
字
の
配
置
、
漢
字

の
字
形
の
類
似
か
ら
見
て
、
古
活
字
版
の
厳
密
な
覆
刻
で
は
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
明
ら
か
に
古
活
字
版
を
参
照
し
て
整
版
の
版
面

が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
研
究
上
の
本
文
の
善
し
悪
し
、
本
文
の
妥
当

性
の
問
題
な
ど
は
別
と
し
て
も
、『
源
平
盛
衰
記
』
流
布
本
の
本
文

形
成
に
お
い
て
、
ま
た
近
世
か
ら
現
代
に
至
る
『
源
平
盛
衰
記
』
本

文
の
受
容
に
お
い
て
、
そ
の
根
幹
と
な
る
本
文
を
提
供
し
た
の
は
、

元
和
寛
永
古
活
字
版
な
の
で
あ
る
。『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
や
語

彙
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
慶
長
古
活
字
版
の
本
文
に
拠
る
の

み
で
は
十
分
で
な
く
、
あ
わ
せ
て
元
和
寛
永
古
活
字
版
、
乱
版
、
無

刊
記
整
版
の
本
文
を
も
参
照
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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注（
1
）　�

岩
城
賢
太
郎
「
３
『
源
平
盛
衰
記
』
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
整
版
本
の

版
行
と
流
布
―
敦
賀
屋
久
兵
衛
奥
付
本
・
無
刊
記
整
版
本
・
寛
政
八

年
整
版
本
・
寛
政
八
年
整
版
関
連
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
松
尾
葦
江

編
『
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』
二
〇
一
五
年
、
笠
間
書
院
、

所
収
）。

（
2
）　�

慶
長
古
活
字
版
の
本
文
は
勉
誠
社
刊
影
印
版
お
よ
び
内
閣
文
庫
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
よ
る
。
な
お
慶
長
古
活
字
版
の
当
該
丁
は
、

版
心
柱
の
丁
付
を
「
十
六
」「
十
七
」
と
「
三
」
の
活
字
を
落
と
し

て
い
る
。

（
3
）　�

元
和
寛
永
古
活
字
版
の
本
文
は
東
京
芸
術
大
学
蔵
本
（
請
求
記
号

W
913.4-G34

）
を
撮
影
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
き
写
真
、

及
びW

EB

國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
掲
載
本

（
貴863-887

）
画
像
に
よ
る
。

（
4
）　�

岡
田
三
津
子
氏
「
６ 

静
嘉
堂
文
庫
蔵
賜
蘆
本
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』

の
注
釈
姿
勢
―
奈
佐
本
『
源
平
盛
衰
記
』
の
引
用
を
中
心
と
し
て
―
」

（
松
尾
葦
江
編
『
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』
二
〇
一
五
年
、

笠
間
書
院
、
所
収
）。

（
5
）　�『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
九
「
草
木
」「
永
正
六
年
五
月
、
内
裏
に
し

て
菖
蒲
根
合
せ
の
こ
と
」
記
事
中
に
も
「
籌
判
の
州
浜
」
の
本
文
が

見
え
る
が
、諸
本
間
に「
籌
刺
」の
語
と
な
っ
て
い
た
り
、「
か
ず
さ
し
」

の
読
み
を
付
し
た
り
と
異
同
が
あ
る
。

（
6
）　�

高
木
浩
明
氏
「
古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
、
整
版
か
ら
古
活
字
へ
」（
藤

本
幸
夫
編
『
書
物
・
印
刷
・
本
屋
―
日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史
』

二
〇
二
一
年
、
勉
誠
出
版
、
所
収
）
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
乱
版
中

に
見
え
る
一
部
の
古
活
字
版
の
丁
が
、
無
刊
記
整
版
本
の
整
版
の
丁

を
参
照
し
た
上
で
形
成
さ
れ
た
例
を
提
示
し
て
い
る
が
、
稿
者
は
こ

う
し
た
例
も
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
ご
と
き
長
大
な
本
文
を
有
す
る

作
品
が
、
近
世
初
期
に
慶
長
古
活
字
版
を
元
に
、
元
和
寛
永
古
活
字

版
か
ら
乱
版
、
そ
し
て
整
版
へ
と
急
速
に
そ
の
本
文
を
整
備
、
提
供

す
る
必
然
に
駆
ら
れ
、
多
く
の
彫
り
師
や
書
肆
が
介
在
し
て
分
業
的

に
、
或
い
は
同
時
並
行
的
に
版
行
の
作
業
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
複

雑
な
過
程
が
あ
っ
た
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

参
考
文
献

渡
辺
守
邦
『
表
紙
裏
の
書
誌
学
』
二
〇
一
二
年
、
笠
間
書
院

小
秋
元
段�

「
東
北
大
学
附
属
図
書
館
漱
石
文
庫
蔵
古
活
字
版
『
太
平

記
鈔
・
音
義
』
表
紙
の
復
元
的
考
察
」（
藤
本
幸
夫
編
『
書

物
・
印
刷
・
本
屋
―
日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史
』
二

〇
二
一
年
、
勉
誠
出
版
、
所
収
）

付
記

　

本
稿
はJSPS

科
研
費 JP18K

00295

（
基
盤
研
究（
Ｃ
）課
題「「
源

平
盛
衰
記
」
の
出
版
と
流
布
に
関
す
る
研
究
―
日
本
人
の
歴
史
観
形

成
の
一
階
梯
―
」）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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表
紙
裏
古
活
字
版
反
古
無
刊
記
整
版
本
参
考
画
像

第
22
冊
（
巻
四
十
一･

四
十
二
）
の
前
表
紙
下
の
古
活
字
版

　

本
文
共
紙
の
見
返
が
前
表
紙
側
と
剥
が
れ
て
お
り
、
表
紙
と
反
古
の
余
紙

部
分
を
重
ね
て
内
側
に
折
り
込
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。
表
紙
が
表
皮
・
古

活
字
版
・
料
紙
と
三
層
に
な
っ
て
お
り
、
三
層
と
も
空
押
し
文
様
の
痕
が
鮮

明
に
確
認
出
来
る
。
古
活
字
版
の
単
辺
匡
郭
の
縦
枠
線
が
垂
直
よ
り
や
や
左

に
傾
い
て
お
り
、
古
活
字
版
の
摺
刷
面
が
前
表
紙
に
対
し
て
や
や
右
上
が
り

に
挟
み
混
ま
れ
、
古
活
字
版
の
料
紙
下
部
が
表
紙
の
大
き
さ
よ
り
4
～
9
粍

程
度
小
さ
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。

第
3
冊
（
巻
三･

四
）
の
後
表
紙
の
表
皮
下
の
古
活
字
版

　

元
和
寛
永
古
活
字
版
・
巻
第
四
十
四
13
丁
裏
本
文
五
行
目
に
当
た
る
「
大

臣
殿
舎
人
付
女
院
移
吉
田
并
頼
朝
叙
二
位
殿
事
」
の
章
段
名
が
見
え
る
。
他

冊
も
含
め
該
本
の
表
紙
裏
の
古
活
字
版
は
十
二
行
目
の
本
文
は
綴
じ
目
に
重

な
っ
て
い
る
例
が
多
く
、
版
心
の
摺
刷
部
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。


